
＊駐車場スペースに限りがありますので、できるだけ 
 公共交通機関を御利用の上、お越しください。 

  

       メールまたはファックスにてお申し込みください。詳しくは裏面を御覧ください。 

          kouseishien-osaka@cccs.moj.go.jp 

                06-6910-2428 

お申込み 

テーマ 

日 時 

場 所 

交 通 

参加 
無料 

 

要事前
申込 

会 場 地 図 

成瀬 暢也 

埼玉県立精神医療センター 
副病院長 精神科医 ひがし布施クリニック院長 辻本 士郎 

藤井クリニック医療相談室長 

木津川ダルク代表 

全国ギャンブル依存症家族の会 
                  大阪 
大阪刑務所分類審議室 
         首席矯正処遇官 

藤井 望夢 

コーディネーター 

パネリスト 

パネルディスカッション 

京阪「天満橋」から徒歩10分 

地下鉄谷町線「天満橋」から徒歩10分 

JR東西線「大阪城北詰」から徒歩15分 

大阪シティバス 62番「京阪東口」バス停すぐ 

お申込み用 
メールアドレス 

大阪矯正管区ＨＰ 

（法務省大阪矯正管区 更生支援企画課） 
 

お申込み用 
ファックス番号 

日本では数少ない依存症治療の専門医。 
著書に 「アルコール依存症治療革命」（中外医学社）、 
 「薬物依存症の回復支援ハンドブック －  援助者、
家族、当事者への手引き」 など。 

土佐堀通 

天
満
橋 

ドーンセンター 
大手前病院 

大阪歯科 
大学病院 セブン 

イレブン 

大阪府庁 

テレビ大阪 地
下
鉄 

天満橋 

京阪 

京阪シティモール 

大阪マーチャンダイズ・
マートビル 

大阪城 

大川 

谷
町
筋 

上
町
筋 

追手門学院 
大手前(中・高) 

基調講演 

依存症からの“回復”とは？ 依存症からの“回復”を支えるために 

加藤 武士 

植田 弘子 

南部 昭文 

主 催 法務省 (大阪高等検察庁 大阪法務局 近畿地方更生保護委員会 大阪矯正管区) 

協 力 大阪府     

後 援 厚生労働省近畿厚生局、大阪府人権擁護委員連合会、更生保護法人近畿更生保護協会、近畿地方保護司連盟、近畿更生保護施設連盟、   

     近畿更生保護女性連盟、近畿地方BBS連盟、大阪矯正管区管内篤志面接委員協議会、大阪矯正管区教誨師連盟 

mailto:kouseishien-osaka@cccs.moj.go.jp


 

メールまたはファックスでの事前申込みをお願いします。 
 
             k o u s e i s h i e n - o s a k a @ c c c s . m o j . g o . j p  
 
             0 6 - 6 9 1 0 - 2 4 2 8  

● ①氏名（ふりがな）ニックネーム可 ②連絡先（電話番号、ファックス番号） ③機関・団体名・職業など を明記 の上、  

あ件名を  【近畿ブロック再犯防止シンポジウム応募】 として、上記の申込み先までメール送付して 下さい。  

●ファッ クスの場合は下記を御利用下さい。複数での申込みも可能ですが、その場合、参加者全員の名前を記載願います。 

● 入場は無料です。お申込み受付は先着順となりますので、定員になり次第締め切らせていただきます。 

● お申込みをいただいても、御参加いただけない場合もございますので、御了承ください。 

● 御提供いただく個人情報については、厳重に管理し、本シンポジウムの開催・運営に関してのみ使用させていただきます。 

お申込み 

お申込み用 
メールアドレス 

法務省大阪矯正管区 更生支援企画課  （ 担当 ： 寺西、三尾、五家 ） 
       TEL ： 06-6941-5781   FAX ： 06-6910-2428 

広報コーナー（５階 視聴覚スタジオ）12:00～17:00 

10 月 25 日(金) 
申込期限 

お申込み用 
ファックス番号 

お問い合わせ 

 

①  

 

③    機関・団体名・職業 など 

電話番号・ 
ファックス番号 

② 

刑務所作業製品即売コーナー、少年矯正広報コーナー、法務省職員採用広報コーナー、

その他 関係機関・依存症支援団体による広報コーナー など 

 犯罪をした人たちの中には、犯罪などの問題行動に至る背景の一つとして、薬物依存症や
アルコール依存症、ギャンブル依存症、クレプトマニア（窃盗症）など依存の問題を抱える人
も少なくありません。こうした依存の問題と犯罪との関連性は個々の事案により様々ですが、
これらの依存の問題を抱えた人に対しては、関係機関や民間団体など様々な団体とも連携・
協力しつつ、依存に至る背景を含め、対象者一人一人の特性を的確に把握した上で、その
人にとって適切な支援を選択し、一貫性を持って継続的に働き掛けることが重要です。 
 

 本年度の再犯防止シンポジウムは、「依存の問題を抱える犯罪をした者等への支援の在り
方」を開催テーマとして、依存の問題と再犯を取り巻く現状、課題及び解決策について、広く
国民の理解を促進し、地域社会における依存の問題を抱える犯罪をした人たちに対する継
続的な治療や支援の実施に向けた機運を高めることを開催趣旨としています。 
 

 また、依存の問題を抱える犯罪をした人の中には、依存に至る過程において、虐待や差別、
誤解や偏見など、社会的に排除された経験を有していたり、他の人には伝えにくい心の傷を
抱えていたりする人が少なくありません。そうした人は、孤独感や不安、焦りなどを抱えてい
る場合も多く、仮に適切な支援や治療を受けられなければ、地域社会における孤立の度を深
め、問題が悪化する可能性もあります。こうしたことに鑑みると、地域社会において、依存の
問題に対する適切な理解を促進するとともに、ご本人・ご家族の声に耳を傾け寄り添いなが
ら、継続的な治療・支援を実施する体制を整備することは、依存の問題を抱える犯罪をした
人たちの再犯防止、ひいては、あらゆる人たちとともに歩む「誰一人取り残さない」社会・誰も
が安心して暮らせる社会の実現を図る上でも極めて重要であると考えます。本シンポジウム
の開催に当たり、この実現に向けて、少しでも寄与することができれば幸いと考えます。 

開催趣旨 

氏名（ふりがな）・ 
又は ニックネーム 

① 

ＦＡＸ 

ＦＡＸでお申込みされる場合は、こちらのお申込用紙をお使い願います。 

【近畿ブロック再犯防止シンポジウム応募】 

mailto:kouseishien-osaka@cccs.moj.go.jp

